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研究成果の概要（和文）：小学校の児童が数学言語（算数語彙）についてどの程度正確に理解しているかについ
て調査した。その結果，算数語彙に対して理解度の低い問題が見つかった。
 例えば， 1 年生の語彙「3 人に 2 まいずつ」の正答率は 66.9 ％，2 年生の語彙「4 この 2 つぶん」の正答
率は 18.1 ％，3年生の語彙「3 人に分ける」の正答率は 59.4 ％，語彙「はした」の正答率は 52.9% であっ
た。4年生の語彙「1を4等分した数」の正答率について4年生は33.3％であった。「いくつ分」「等分」という語
彙の指導に配慮を要することが分かった。

研究成果の概要（英文）：I carried out the survey on elementary school children’s comprehension of 
mathematical language (mathematical vocabulary). As a result, some mathematical vocabulary which had
 a low percentage of correct answers was found.
For example, the correct answer rate of the first grade vocabulary “San-nin ni ni-mai zutsu (There 
are 3 children. Each child gets 2 pieces of ...)” was 66.9%, the correct answer rate of the second 
grade vocabulary “Yon-ko no Futatsu-bun (2 groups of 4)” was 18.1%, the correct answer rate of the
 third grade vocabulary “San-nin ni wakeru (divide into three people)” was 59.4%, and the correct 
answer rate of the vocabulary “Hashita (fractions)” was 52.9%. About the vocabulary of the 4th 
grade “Ichi wo yon-toubun shita suu (the number that divides 1 into 4 equal parts)”, 33.3 % of the
 4th graders answered correctly. We found that it needed to take consideration to teach the 
vocabulary“Ikutsu-bun (X groups of Y)” and “Toubun (divide X into Y equal parts)”. 

研究分野：数学教育学
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１．研究開始当初の背景 

 小学校算数科の語彙の理解度についての

調査研究は，志水と CRET(2008)との共同研究

以外に殆どなかった。しかも対象は小学校５

年生のみであった。 

 よって，今回の調査研究は，「数と計算」

の領域に限定ではあるが小学校１年生から

６年生まで全学年を対象にする調査はとて

も意義のあることである。特に，語彙テスト

は５この選択肢を準備して回答させるので

この選択肢の作成自体も意義をもつ。そして，

実際に約 1700 名もの児童に調査することが

できた。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は，算数科における数学言語

（語彙）について，まず算数の授業において

教師の説明及び児童とのコミュニケーショ

ンに必要な語彙を算数教科書から整理し，次

に小学校の教師及び児童の語彙の理解度に

ついて実態調査を通してまとめることであ

る。 

 ここで，本研究において「語彙」について

定義しておく。一般には，語彙とは，「ある

言語で用いられる語の全体」の意味をもつ。

したがって，算数を指導する上では，算数科

特有の言語がある。普通は，算数用 

語と呼ばれる。例えば，たし算，かけ算，平

行四辺形などが挙げられる。ただし，これら

の用語は日常の言語によって規定される。例

えば，「あわせる」，「いくつ分」，「分ける」

などである。これらの語彙の理解がもとにな

って児童が算数の概念を形成することにな

る。そこで，算数の教科書に登場する算数用

語を規定している言語も含めて算数語彙と

した。 

 

３．研究の方法 

(1)語彙の抽出と特定化 

算数語彙について算数の教科書を調べ語彙

を選ぶ。選択肢の作成をした。そのため，算

数語彙を次の２つに分類した。即ち，１つ目

は，a 文脈に沿った語彙の使い方を通じて語

彙の意味を問うもので，２つ目は，b 語彙の

言い換えを通じて語彙の意味を問うもので

あり，間接的に語彙に対する理解をはかる問

題である。 

 調査方法は，学校通しの調査票による自 

記式調査（テスト）である。 

本調査では，すべての語彙問題について５

つの選択肢を提示する形式（5 肢選択形式）

をとっている。すなわち，正答を表す 1つの

選択肢の他に，４つの誤答選択肢を提示して

いる。選択肢の作成においては，次の点に留

意した。 

■選択肢の程度は，正誤いずれのものも意味

の理解が容易なこと 

■１つの問題の中で，選択肢のすべての難易

度をできるだけ揃えること 

■誤答選択肢について，児童の誤った理解に

よって選びうるものであること 

■できるだけ字数を少なくし，読み取りに時

間をとらせないこと 

■１つの問題の中で，選択肢の字数をできる

だけそろえること 

特に，誤答選択肢については，出題語彙の誤

った理解として考えられる概念をもとに作

成した。 

 

(2)予備調査の実施（略） 

選択肢による質問紙調査。 

 

(3)本調査の実施（略） 

本調査は下学年と上学年の２回に分けて実

施した。 

調査した語彙は，1学年 10問から 16 問であ

った。 

調査時期は，下学年は平成 25 年 10 月から

12 月（300-340 名），上学年は平成 26 年 2月

から 3月(227-246 名)であった。 



この他，平成 26 年 5月から 7月にかけて教

師を対象とした調査も実施した。 

 

(4)調査結果の分析（略） 

 

(5)調査問題と反応率の例 

設問２年９番   実施人数３３０名       

【分類：B 整数の演算・乗除 選択肢の種

類：b言い換えを通じて意味を問う】 

 

趣旨 語彙「～の…ぶん」を理解することが

できるかどうかをみる 

 

９ 「４この２つぶん」をあらわすのはどれ

でしょう。ア～オの中から正しいものを１

えらんで（  ）の中に○をつけましょう。 

ア（  ）４こと２つをあわせることです。 

イ（  ）４こと２つのちがいをだすこと

です。 

ウ（  ）４こを２つにわけることです。 

エ（  ）４こを２つずつにわけることで

す。 

オ（  ）４こと４こをあわせることです。 

反応率 

ア 誤答１   ７．２％ 

イ 誤答２   ６．３％ 

ウ 誤答３  ２８．９％ 

エ 誤答４  ３８．０％ 

オ 正答   １８．１％ 

その他     ０．９％ 

 

(6)語彙指導モデルの授業実践（略） 

 

４．研究成果 

第１学年の語彙テストの全般的分析 

・１０問のうち，正答率８０％以上のものは

９問あり，設問番号１番から９番までであ

る。整数の加減（合併，増加，求残，求差

の問題）について相当数の児童ができてい

る。 

・正答率７０％以上８０％未満のものは０問

である。 

・正答率７０％未満のものは１問で，設問番

号及び語彙は，１０番「３人に２枚ずつ」

である。この設問の語彙の理解について課

題があるといえる。 

 

第２学年の語彙テストの全般的分析 

・１１問のうち，正答率８０％以上のものは

５問あり，設問番号１番から４番までと１

１番である。整数の加減について相当数の

児童ができている。 

・正答率７０％以上８０％未満のものは３問

あり，設問番号及び語彙は，５番「１０を

５個集めた数」，８番「１０の位に１繰り

上げる」，１０番「２ｃｍの５倍」である。

これらの設問の語彙の理解について少し

課題があるといえる。 

・正答率７０％未満のものは３問あり，設問

番号及び語彙は，６番「３人に１人２個ず

つ」，７番「およそ」，９番「４個の２つ分」

である。これらの設問の語彙の理解につい

ては課題があるといえる。特に正答率が低

い語彙は，９番「４個の２つ分」で，正答

率は 18.1％である。注意すべき語彙である。 

 

第３学年の語彙テストの全般的分析 

・１１問のうち，正答率８０％以上のものは

５問あり，設問番号２番，４番，８番，９

番，１０番である。これらの設問の語彙は

相当数の児童が理解できている。 

・正答率７０％以上８０％未満のものは３問

あり，設問番号及び語彙は，５番「～より

…大きい」，６番「３個ずつ分ける」，１１

番「１０を５個集めた数」である。これら

の設問の語彙の理解について少し課題が

あるといえる。 

・正答率７０％未満のものは３問あり，設問

番号及び語彙は，１番「はした」，３番「４

個の２つ分」，７番「３人に分ける」であ



る。これらの設問の語彙の理解について課

題があるといえる。特に正答率が低い語彙

は，３番「４個の２つ分」であり，正答率

は 20.5％である。２年生の同じ問題の

18.1％と比較してもあまり変化はなく要

注意である。 

 

第４学年の語彙テストの全般的分析 

・１３問のうち，正答率８０％以上のものは

０問である。 

・正答率７０％以上８０％未満のものは４問

あり，設問番号及び語彙は，1番「１０を

５個集めた数」，２番「ずつ」，６番「２

と 0.3 を合わせた数」，８番「４等分」で

ある。これらの設問の語彙の理解について

少し課題があるといえる。 

・正答率７０％未満のものは９問あり，設問

番号及び語彙は，３番「４個の２つ分」，

４番「３個ずつ分ける」，５番「0.1 の３

個分」，８番「４等分」，９番「４分の１

の３つ分」，１０番「５ｍの２倍の３倍」，

１１番「５を１０倍する」，１２番「１L

の１０分の１」，１３番「0.1 の２０こ分」

である。これらの設問の語彙の理解につい

て課題があるといえる。特に正答率が低い

語彙は，３番「４個の２つ分」の 21.5％で

ある。 

 

第５学年の語彙テストの全般的分析 

・1６問のうち，正答率８０％以上のものは

３問あり，設問番号１番，２番，１５番で

ある，これらの設問の語彙は相当数の児童

が理解できている。 

・正答率７０％以上８０％未満のものは８問

あり，設問番号及び語彙は，４番「３個ず

つ分ける」，５番「0.1 の３個分」，６番

「２と 0.3 を合わせた数」，７番「0.1 を

５個集めた数」，１１番「５を１０倍する」，

１２番「１Lの１０分の１」，１４番「１

２分の４に等しい分数」，１６番「0.4ｍは，

0.1ｍの何倍」である。これらの設問の語

彙の理解について少し課題があるといえ

る。 

・正答率７０％未満のものは５問あり，設問

番号及び語彙は，３番「４個の２つ分」，

９番「４分の１の３つ分」，１０番「５を

１０倍する」，１３番「２÷３の商」であ

る，これらの設問の語彙の理解について課

題があるといえる。特に正答率が低い語彙

は，３番「４個の２つ分」で，正答率 25.9％

である。これは，第４学年の 21.5％と比較

してもあまり変化はなく要注意である。 

 

第６学年の語彙テストの全般的分析 

・1５問のうち，正答率８０％以上のものは

９問あり，設問番号１番，４番，５番，８

番，９番，１０番，１２番，１３番，１４

番である。これらの設問の語彙は相当数の

児童が理解できている。 

・正答率７０％以上８０％未満のものは２問

あり，設問番号及び語彙は，１１番「２÷

３の商」，１５番「６０円の３分の２倍」

である。これらの設問の語彙の理解につい

て少し課題があるといえる。 

・正答率７０％未満のものは４問あり，設問

番号及び語彙は，２番「４個の２つ分」， 

３番「0.1 の３個分」，６番「４等分」，７

番「４分の１の３つ分」である。これらの

設問の語彙の理解について課題があると

いえる。特に正答率が低い語彙は，２番「４

個の２つ分」で正答率 22.9％である。これ

は，第４学年の 21.5％，第５学年の 25.9％

と比較してもあまり変化はなく要注意で

ある。 

 

教員における語彙テストの結果の全般的分

析 

１５問のうち，正答率が８５％以上のもの

は１３問あり，設問の語彙について相当数の

教員ができているといえる。正答率が８０％



以上８５％未満の設問は２問あった。 2 問

というのは語彙「４この２つ分」と語彙「１

を４等分した数」である。この 2問は，児童

においても特に正答率が低い問題で，正答率

は４０％に満たなかった。 

 

研究成果は次の報告書にまとめた。 

・研究報告書：研究題目「小学校教師及び

児童の数学言語（語彙）の理解とその指導の

研究」全１８３ページ，愛知教育大学教育実

践研究科 志水 廣 
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